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管
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１
９
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１

沖縄総合事務局長表彰の受賞者と
C to Sea プロジェクト

ご当地アンバサダーの皆さま

海の絵画コンクール受賞作品

「
令
和
５
年
度
沖
縄
総
合
事
務
局

開
発
建
設
部
所
管
事
業
優
良
業
者
・

優
秀
技
術
者
表
彰
式
」を
行
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
７
月
17
日
に
、「
令
和
５
年
度

沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
所
管
事
業

優
良
業
者
・
優
秀
技
術
者
表
彰
式
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
開
発
建
設
部
所
管
事
業
の
円
滑

か
つ
適
正
な
実
施
の
確
保
と
技
術
の
向
上

等
に
資
す
る
た
め
、
他
の
業
者
の
模
範
と

し
て
推
奨
に
値
す
る
者
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

　
令
和
５
年
度
に
完
了
し
た
工
事
１
２
９

件
及
び
業
務
１
９
９
件
の
中
か
ら
、
以
下

の
各
部
門
で
特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら

れ
た
、
優
良
業
者
12
社
及
び
優
秀
技
術
者

12
名
に
対
し
、
局
長
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
７
月
29
日
か

ら
８
月
２
日
に

か
け
て
、
当
局

１
階
行
政
情
報

プ
ラ
ザ
に
お
い

て
、「
中
学
生

海
の
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
」
受
賞

作
品
（
10
作
品
）

の
展
示
を
行
い

ま
し
た
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
総
務
運
航
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
６

２
０
２
４
年『
海
の
月
間
』に
つ
い
て

〜
海
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

　
　
　
　
た
め
の
取
組
を
行
い
ま
し
た
〜

　
四
面
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
我
が
国
は
、

輸
出
入
貨
物
の
大
部
分
を
海
上
輸
送
に
頼

る
な
ど
様
々
な
形
で
海
と
深
く
関
わ
っ
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。「
海
の
日
」
は
、
こ

の
よ
う
な
海
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
海
を
大

切
に
す
る
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
平
成

８
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
海
の

日
」
の
意
義
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
７
月
を
「
海
の
月
間
」
と
し
、
全

国
各
地
に
お
い
て
多
彩
な
行
事
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
も
「
海
事

関
係
功
労
者
表
彰
式
典
」
及
び
「
中
学
生

海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
の
展
示
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
７
月
26
日
に
那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て

『
令
和
６
年
「
海
の
日
」
海
事
関
係
功
労
者

表
彰
式
典
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
個
人
２
名
、
団
体
１
者
に
対
し
沖
縄
総

合
事
務
局
長
表
彰
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
令
和
６
年
度
　
第
61
回
　
中
学
生

海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
者
へ
の
表

彰
も
行
い
、沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞（
金
賞
）

受
賞
の
糸
満
市
立
兼
城
中
学
校
２
年
上
原

雫
さ
ん
を
は
じ
め
、
10
名
の
中
学
生
を
表

彰
し
ま
し
た
。

海
事
関
係
功
労
者
表
彰
式
典

中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
の
展
示

式辞（三浦局長）

講評（山田次長）

表彰された皆様（局長表彰）

の

上里 隆史
（うえざと・たかし）

　
日
常
に
お
け
る
人
々
の
何
気
な
い
行
為

や
活
動
が
、
後
の
時
代
に
貴
重
な
資
料
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
落

書
き
で
す
。
例
え
ば
ロ
ー
マ
帝
国
の
都
市

ポ
ン
ペ
イ
の
遺
跡
に
は
住
民
た
ち
の
落
書

き
が
残
っ
て
お
り
、当
時
の
暮
ら
し
や
人
々

の
気
持
ち
が
う
か
が
え
る
だ
け
で
な
く
、

噴
火
の
日
付
ま
で
特
定
す
る
な
ど
重
要
な

情
報
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
で
も
実
は
こ
う
し
た
落
書
き
が
史

跡
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
大う

ー

北に
し

墓ば
か

（
今
帰

仁
村
）
は
16
〜
17
世
紀
に
今
帰
仁
グ
ス
ク

に
常
駐
し
た
北
山
監
守
一
族
の
墓
で
、
運

天
港
の
丘
陵
の
崖
を
利
用
し
た
墓
で
す
が
、

漆
喰
で
塗
ら
れ
た
墓
の
壁
面
に
は
お
び
た

だ
し
い
数
の
落
書
き
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
ら
は
大
正
時
代
か
ら
昭
和
に
か
け

て
の
書
き
込
み
が
大
半
で
す
。
た
と
え
ば

「
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）」
の
日
付
で

３
人
の
男
性
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
そ
の

１
人
は
戦
前
の
著
名
な
教
育
家
と
同
姓
同

名
で
す
。
ま
た
「
昭
和
16
年
（
１
９
４
１
年
）」

の
「
二
高
女
」
と
の
落
書
き
も
あ
り
、
戦

前
の
県
立
第
二
高
等
女
学
校
の
生
徒
と
み

ら
れ
ま
す
。
現
代
の
マ
ナ
ー
で
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
大
北
墓
を
観
光
の
際
、
人
々

が
記
念
に
自
分
の
名
前
を
書
く
こ
と
が
当

時
の
慣
習
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
歴
史
上
の
人
物
・
護
佐
丸
の
墓
に
落
書

き
を
し
た
と
い
う
大
正
時
代
の
新
聞
投
書

も
あ
り
ま
す
。
１
９
１
５
年（
大
正
４
年
）

２
月
、
那
覇
の
青
年
た
ち
が
中
城
城
跡
を

見
学
し
、
護
佐
丸
の
墓
も
訪
れ
て
墓
域
の

フ
ク
ギ
の
幹
に
文
字
を
刻
ん
だ
と
い
い
ま

す
（「
琉
球
新
報
」
１
９
１
５
年
２
月
16

日
）。

　
そ
の
落
書
き
を
確
か
め
る
べ
く
実
際
に

護
佐
丸
の
墓
を
訪
れ
て
み
る
と
、
確
か
に

墓
の
前
は
フ
ク
ギ
並
木
に
な
っ
て
い
て
、

幹
に
は
何
カ
所
も
文
字
を
刻
ん
だ
よ
う
な

痕
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
青
年
た
ち
の

落
書
き
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
中
の
一
つ
に
は
「
首
里
バ
ス
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
首
里

バ
ス
と
は
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
年
）
か

ら
１
９
７
４
年
（
昭
和
49
年
）
ま
で
運
行

さ
れ
て
い
た
バ
ス
で
す
。
こ
こ
で
も
観
光

客
の
来
訪
記
念
と
し
て
文
字
を
刻
む
こ
と

が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
今
と
な
っ
て
は
こ
う
し
た
落
書
き
は
貴

重
な
歴
史
資
料
で
す
。
ま
っ
た
く
注
目
さ

れ
ず
資
料
と
し
て
の
関
心
も
持
た
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
消
え
る
前
に
記
録
・
保
存
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆近代遺産を巡る⑤
琉球史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を本誌上で連載しています。

護佐丸の墓（中城村）護佐丸の墓（中城村）

　琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、2018
年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房新社、
2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、2015年）
など。NHKドラマ「テンペスト」時代考証や、
NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも活躍。

vol.14

大北墓（うーにしばか）の落書き
　「昭和十六年」、「二高女」の文字　（今帰仁村）

護佐丸の墓前のフクギに刻まれた
「首里バス」の文字　（中城村）
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